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○ 2012 年第 1 四半期シンガポール経済成長率（速報値） 
 

4 月 13 日、シンガポール通産省(MTI)は 2012 年第 1 四半期（1-3 月期）の GDP 成長率（速報値）を発表した。前年同期

比では+1.6%と 3 期ぶりの低水準にとどまったものの、前四半期比では+9.9%（季節調整済、年率換算）となり、昨年第 4 四

半期の▲2.5%と比べ大幅に改善。同省は成長が回復しつつあるとしている。製造業や建設業の大幅な改善から 2 四半期

ぶりにプラス成長に転じ、テクニカル・リセッション（2 四半期連続マイナス成長）は回避された。 
 

第 1 四半期の前四半期比成長率の速報値を業種別に見ると、以下の通り。 

 製造業は、低迷していた電子製品分野や精密エンジニアリング分野の生産が急回復したことなどから、昨年第 4 四半

期の 2 桁減から 2 桁増に伸長した。 

 建設業は民間住宅建設の活発化などに牽引され、前四半期比+24.6%と大きく伸びた。 

 サービス業は、株式市場の回復や外国人旅行者が増加したことなどから、前四半期比+6.9%となった。 
 

                                シンガポールＧＤＰ成長率の推移         （単位：%） 

前期比（季節調整済、年率換算） 

11 年 12 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 

全産業 19.7* ▲3.0* 2.0* ▲2.5* 4.9* 9.9

  製造業 80.7* ▲19.5* 11.0* ▲11.1* 7.6* 14.7

  建設業  8.8* 9.5* ▲4.0* ▲2.2* 2.6* 24.6

  サービス業 4.0* 3.7* ▲0.8* 1.7* 4.4* 6.9

前年同期比 

11 年 12 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 

全産業 9.1 1.2* 6.0* 3.6 4.9* 1.6

  製造業 15.8 ▲5.9* 13.7* 9.2* 7.6* ▲2.0

  建設業  4.2* 1.1* 2.4* 2.9* 2.6* 6.2

  サービス業 7.5* 4.6* 3.6* 2.1* 4.4* 2.9
*修正値 

 

○ 金融政策を若干引締める 
 

同日、シンガポール通貨庁(MAS)は、インフレ圧力懸念から金融政策を若干引締めると発表。シンガポール・ドルの名

目実効為替ﾚｰﾄ(S$NEER) について「穏やかで徐々に上昇」させる政策スタンスを維持するとともに、政策バンドの傾き

（上昇ペース）を小幅に引き上げた。ただし、政策バンドの中心値は維持する一方、変動許容幅は縮小した。 
（MAS は政策金利ではなく、S$NEER の操作により金融政策を実施している。例えば、不況時にはシンガポール・ドル安を促し、逆に好況時には

シンガポール・ドル高を促すなど。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 シンガポール通貨庁は誘導目標レンジ、中心値の実数を公表していない。上記チャートはイメージ

誘導目標レンジ

（変動許容幅）

中心値 

S$NEER 推移


